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企画セッション「渋川春海の星」  主旨説明

真貝寿明 

 (大阪工業大学情報科学部)

[招待講演]  渋川春海と星座   【40分+10分，オンライン】 
[Invited] Harumi Shibukawa and Constellations 
	 	 嘉数 次人（大阪市立科学館） 
	 	 Tsuguto Kazu (Osaka Science Museum)	  

 [招待講演]  渋川春海の星図の研究 【50分+10分，オンライン】 
 [Invited] Study of the Star Charts made by Harumi Shibukawa 
	 	 竹迫 忍（日本数学史学会） 

		 Shinobu Takesako (Japanese Society for the History of Mathematics)	
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雄山閣 (2023/11/28)科学出版社東京 (2024/10/25) 二十四史天文志校注（全3冊）（二十四史志書注解全編） 

陳久金　斉魯書社　2022

最近，中国星座へのアクセスが容易になりつつある
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21歳　万治2年（1659）幕府より禄を受け、御城碁に初出仕 

32歳　寛文10年（1670）天体を日夜観測，宣明暦から元の授時暦への改暦を願い出 

　　　 星図作成「天象列次之図」（1670）、「天文分野之図」（1677） 

37歳　延宝3年（1675）元の授時暦にもとづく日食予報に失敗 

46歳　貞享元年（1685） 初代幕府天文方に 

46歳　貞享2年（1685）　貞享暦へ改暦（初めて日本人によって編纂された暦） 

52歳　元禄3年 (1690)　日本で最初の地球儀と天球儀をつくる 

　　　 天文書「天文瓊統」（1699）「天文成象」（1699）

二世安井算哲 > 保井算哲 > 保井春海 > 渋川 春海

渋川 春海　(1639-1715)

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%83%E7%A6%84
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渋川春海 (1639-1715)

中国

日本 （中国系星図）

『天文分野之圖』(1677)

保井昔尹・渋川春海
『天文成象』(1699)

『天文瓊統』(1702)

高森觀好

『天文圖解撥揮』(1693)
中根元圭

『暦算全書訓譯』(1726-)

井口常範
『天文図解』衆星図 (1689)

苗村丈伯
『古暦便覧備考』星図 (1692)

入江脩敬 『天経或問註解』星図(1750)

長久保赤水
『天象管闚鈔』星図　(1774)

高橋景保
『星座之圖』(1802)

山路主住
『星図歩天歌』(1824?)

『欽定儀象考成』(1752)

『新法歩天歌』(1862)

『歩天歌』(６c)

『天文星象圖解』(1824)

『改正 天文図説』

渋川景佑他『寛政暦書』 (1844) 

高橋至時、間重富他筆，
渋川景佑編 『星学手簡』

高柳信行他編 渋川景佑序
『分野星図』 (1849)

石坂常堅
『方円星図』(1826)

『新制天地二球法記』(1793)

『天文星象圖』

『星学図彙』(1871)

『星学須知』渋川佑賢

J. F.W. Herschel『天文学概論』(1833)

侯失勒著 偉烈亜力訳
『談天』(1859)

I. Koegler(戴進賢)他編

『儀象考成続編』(1845)

300星座3083星1744年分点

観測後，数十の星を追加

伊能忠誨
『恒星全圖』
『大方星圖』
『小方円星圖』

『赤道北恒星圖』
『赤道南恒星圖』

中
村
萩
原
20

05

『天象列次之圖』(1670)

61星座308星を追加

『新儀象法要』(1086-93)蘇頌

『三垣列舎宿去極集』(13-14c，元星表)
1379星，位置記入741星

『降福寺正覚殿藻井星図』
   (1453頃，明天井図)

『明江蘇常熟石刻天文図』(1506)

『麟祥院天文図』(16c)

『天象列次分野之図』
　　(再刻1687)

⭐天文観測【郭守敬 1280-1316?】

⭐天文観測【元豊年間1078-85】

⭐天文観測【京都】

⭐天文観測【江戸】
神宮天球儀 (1690)

渋川春海

竹迫
20
18

竹
迫
20

18

『格子月進図』
  (平安期写本)

キトラ天文図(700頃)

敦煌天文図 (800頃)

竹迫2022
900頃

632?
竹迫2022

『格子月進図』
  (鎌倉期写本)

『渾天壱統星象全図』(1822)雲游散人

『渾天壱統星象全図』(1826)
楊懐義　銭泳

宮島1999

『天象北星之図』(1698)
『天象南星之図』(1698)

『天文大成管窺輯要』(1653)黄鼎

馬場信武
『初学天文指南』(1706)

361星座1770星

同志社大蔵 天球儀(1701)

京都大将軍八神社蔵 天球儀 (1673)

宮島1999

F. Verbiest (南懐仁)
『霊台儀象志』(1674)

宝暦暦(1755) 寛政暦(1798) 天保暦(1844) 

司馬江漢
『天球図』(1796)

日本 （天象図系星図）

日本 （中国古代星図）

259星座1129星/星表1876星 3260星

『星経』(BC4c)石氏

『和漢三才図会』(1712)
寺島良安

不明『四書引蒙略図解』
  星図(1653)

高橋至時 渋川景佑土御門泰邦
貞享暦 (1684) 

渋川春海

岩橋善兵衛
『平天儀図解』(1802)

『和蘭天説』(1796)

神田孟恪

『Illustrated Astronomy』(1845?)A. Smith

安倍晴親他

本木良永

(1825)

『星座之圖』(1813)

日本 （蘭学系星図）

中国の天文書
中国経由の西洋書

『歩天歌』(1760?)

246星，位置記入1281星

王錫闡『暦説』『暁菴新法』
梅文鼎『梅氏叢書輯要』『暦算全書』

渡辺1987

『暦象考成』後編 (1742)
『暦象考成』上下編(1723)
何国宗・梅穀成

『Astronomia of Sterrekunde』 (1780)
J.J. Lalande著  A.B. Strabbe蘭訳

高橋至時
『ラランデ暦書管見』(1803)

八分儀，六分儀
　はじめて輸入 (1796頃)

1739星

『紅毛天地二図贅説』(1727)
北島見信

『日東通暦』(1732)
杉村長郡

松永良弼 『天経或問発揮』(1735)
土御門泰邦『天経或問正義』(1737)

西村遠理『天経或問注解』(1771)

『赤道北恒星圖』
『赤道南恒星圖』

土御門家に秘蔵？

山本格安
『星名考』(1744)

渡辺
19
87

松下見林
『運気論奥』

渡辺1987

原 長常『天文経緯問答和解抄』星図(1779)
不明

日本初の刊行星図

『天球図説』(1835)古筆了材
渡
辺
1987

刊行

三浦梅園 星図《円2》

《方》

《円》

《方》

《方/円2》

《方》

《円回転》

《円》

《円》

《方》

《円》

《円》
《円》
《円》

《方》

《円》

《円》

《円》

《方/円》

《方》
《円》

W.J. Blaeu
『Tweevoudigh Onderwijs van de 
   Hemelsche en Aerdsche Globen』(1666)

西洋の星図

『Gronden der Starrenkunde』 (1770)
G.Adams 著 J. Ploos蘭訳 

《円》

《円》

《方/円》

《円》

《円》

《円》
《円》

《円》

福井県瀧谷寺所蔵「天之図」
331星官，1554星

74星座，350星

《方/円》

366星

『三才図会』(1609)王圻 《円》

『格子月進図』(626-649)
283星座，1464星

⭐天文観測【1744】

《円》

中国(宣教師以降)

竹迫2018

渡辺1987

渡辺
19
87

渡
辺
19

87

宣明暦（862）

朝野北水

時憲暦(1645)授時暦(1281)

J. Hevelius
『Catalogus Stellarum Fixarum』(1687)

1564星 1660年分点T. Brahe
『Astronomiae instauratae 
   progymnasmata』(1602) 777星

『Tabulae Rudolphinae Astronomicae』(1627) 1440星
J. Kepler

C. Ptolemy
『Almagest』(2c) 1028星

E. Halley
南天星表 (1679)

341星 1690年分点

竹迫2023

竹迫
2023

竹迫2023

『Catalogue veters affixarum 
   Longitudes』(1612)

1228星C. Grienberger

竹
迫
2023

宮
島
1999

《円》
『天象列次分野之図』
　　(初刻1395，木版1571)

282星，位置記入1467星

『淳祐石刻天文図』(1247，蘇州天文図)《円》
王致遠

『Uranometria』(1603)
1725星J. Bayer

J. Flamsteed

『Historia Coelestis 
  Britannica』(1725, 1776)

2935星 1690年分点

『両儀集説』(1712)
西川如見

長久保赤水?
『天文成象』(?)《方/円》

『刻白爾天文図解』(1809)

『訓点天経或問』(1730)
西川正休

高松塚古墳天井図(700頃)

Frederik De Wit
『天球図』(1680)

（西洋系星図）

『天象総星之図』《方》

257星座，1339星

川谷薊山『星図』《方/円》

足立信順「由剌奴斯(ユリウス)表」

『事林広記』(13c)陳元靚
『事林広記』(1325，元代刊本)

『事林広記』和刻 (1699)

韓国

宮島1999

《円》

『星座図稿』(1731)

《6等級分け》

《6等級分け》

1166星『天経或問』(1675)
游子六 《円》《6等級言及》

《6等級分け》

《6等級分け》

中村萩原2005

『黄道南北両総星図』

『崇禎暦書』(1631-37)

徐光啓
⭐天文観測 【1628】
『赤道南北両総星図』(1634)

星図1812星/星表1362星

+A.Schall (湯若望)

《円》《6等級分け》
『黄道両総星図』『恒星経緯表』

江戸初期は，中国系星図の時代

星図・星座図の系譜，大阪工業大学紀要 69-1 (2024) p27-54　　https://doi.org/10.15046/0002000097
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聞きどころ

[招待講演]  渋川春海と星座   【40分+10分，オンライン】 

[Invited] Harumi Shibukawa and Constellations 

	 	 嘉数 次人（大阪市立科学館） 

	 	 Tsuguto Kazu (Osaka Science Museum)	  

 　　江戸時代の天文学者渋川春海は、星座や恒星位置に関する研究に力を入れており、その中でも、『天文分野之図』における分野説の採用、

息子の昔尹名義による『天文成象』に見られる新制定の星座などがよく知られている。これらの星座研究には、天文占が深く関係してい

る。ここでは、渋川春海の星座研究について、天文占との関係を中心に見る。 

 [招待講演]  渋川春海の星図の研究 【50分+10分，オンライン】 

 [Invited] Study of the Star Charts made by Harumi Shibukawa 

	 	 竹迫 忍（日本数学史学会） 

		 Shinobu Takesako (Japanese Society for the History of Mathematics)		  

     江戸時代の天文学者渋川春海は、平安時代から使われた宣明暦に代わる貞享暦を作成したが、星図や天球儀を残したことでも知られてい

る。これまでの星図の研究では、距星の位置による年代推定が重視され、星図に描かれた星座の形や名称などの研究はされてこなかった。

春海の星図についても同様で、星図自体の研究はほぼ行われていない。また、春海の中国星座の星の同定は評価されているが、参考にし

た星図や文献は不明だった。研究では、春海の星図の特徴を、現存する中国星図の特徴と比較することにより、中国星図の系統の中での

位置づけを検証し、春海が影響を受けた星図を推定し特定した。 


